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予防接種後の乳児の死亡事例について 

 
 
 
概 要 
 

熊本市内の医療機関において、任意接種であるヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチン
の接種を受けた熊本市内の生後２ヶ月の男児が、翌日に死亡した事例があった旨 6 月 4
日、接種医療機関より報告がありました。 
 
1）被接種者情報 
  熊本市内在住     ： 生後２ヶ月児 男児 
  基礎疾患       ： なし 
 
2）予防接種の状況 

接種日        ： 平成 23 年 6 月 3 日（金） 
接種場所       ： 熊本市内医療機関 

  予防接種の種類    ： ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチン 
 
3）死亡状況 
  死亡日時       ： 平成 23 年 6 月 4 日（土）未明 
  予防接種との因果関係 ： 不明 
 
 
4）その他 

・死亡の原因は解剖所見にて｢乳幼児突然死症候群疑い｣との事 
・本事例は国へ報告済み。 
・現時点では、予防接種との因果関係は不明であるが、国（専門家・独立行政法人 

医薬品医療機器総合機構等）で調査を開始している。 
 
 

※ お亡くなりになられた方及びご遺族のプライバシーに十分配慮いただきます
ようお願いいたします。 

 

 

 

 

 




